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研究成果の概要（和文）：頭頸部腫瘍切除後の顎義歯装着患者を被験者とし，咬合回復が身体機能やQOLに及ぼ
す影響について検討した．インプラントを用いない下顎顎義歯装着患者の咀嚼機能は，下顎骨区域切除や舌切除
が影響することが示唆された．重心動揺検査より，上顎骨切除した場合と下顎骨切除した場合の重心動揺の傾向
が違うことが明らかになった．上顎切除後の鼻腔との交通の有無は適切な顎義歯が装着されていれば，咀嚼機能
と健康関連QOLアンケート結果に大きな違いは認められなかった．顎欠損症例に対し，インプラントオーバーデ
ンチャを装着した結果，インプラント治療前と比較して咀嚼機能や発話機能が改善した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to investigate the affecting factors of the
 oral health-related quality of life and the body sway after prosthetic treatment in dento-maxillary
 prosthesis wearers due to head and neck tumor resection. Our research and case reports found the 
following clinical implications: Segmental resection of the mandibular bone and glossectomy would 
affect the patients’ mastication compared to marginal mandibulectomy resections. There was a 
difference in body sway between maxillectomy patients and mandibulectomy patients. There were no 
differences in masticatory function and oral health-related quality of life in patients after 
partial maxillectomies with closed or open defects in case of well-adjusted dento-maxillary 
prosthesis. Implant treatment in dento-maxillary prosthesis wearers would improve patients’ 
mastication and speech compared to conventional dento-maxillary prosthesis wearers.

研究分野：顎顔面補綴学
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１．研究開始当初の背景 
これまでに下顎骨切除患者の咀嚼混合能
力の比較や咀嚼機能に影響する因子，顎義歯
装着後の顎口腔機能変化，上顎骨切除患者の
咀嚼機能とAramany分類の関係性について報
告した．また義歯安定剤使用によって顎義歯
装着患者の咀嚼機能や発話機能の改善につ
いて報告した．その後，顎義歯装着患者の QOL
について UWQOL アンケートを用いて，健康関
連 QOL に影響する因子について報告した．い
ずれの報告も，被験者はインプラントを用い
ない顎義歯装着患者を対象としており，イン
プラント応用することで顎義歯がより安定
し，口腔機能の回復が可能であると報告され
ており，インプラント応用した顎義歯装着患
者を対象とした研究を実施し，インプラント
を応用することへの効果や危険性について
明らかにする必要があると考えた． 
 
日常生活で必要とされる身体機能は，多様
な姿勢反射と種々の筋の働きによって保た
れているが，近年この制御に咬合が影響を及
ぼすと考えられている．顎義歯装着患者は，
腫瘍切除による顎骨欠損に加え，身体の一部
を血管柄付骨皮弁として切除部の再建に用
いていることがある．顎骨再建によるドナー
サイトの骨や筋の喪失や顎義歯装着による
咬合回復が身体機能に及ぼす影響について
報告はされていない．またインプラント応用
した顎義歯を装着する場合，より安定した顎
義歯が身体機能に及ぼす影響や再建皮弁の
減量手術，インプラント埋入後の治癒期間が
QOL に及ぼす影響についての報告はない． 
 
そこで本研究では，頭頸部腫瘍切除後の顎
義歯装着患者を被験者とし，インプラント応
用した顎義歯装着患者群とインプラントを
用いない顎義歯装着患者群に分け，咀嚼機能
検査結果，顎運動や重心動揺などの身体機能，
食品アンケートやQOLアンケート結果を評価
項目とし，群間比較および重回帰分析を行い，
顎義歯装着患者の重心動揺について明らか
にするとともに，インプラント応用した顎義
歯による咬合回復が顎運動や重心動揺など
の身体機能やQOLに及ぼす影響について明ら
かにし，咀嚼機能に影響する因子やより低侵
襲な外科的再建方法について検討するとと
もに，顎義歯にインプラントを応用すること
の効果や危険性について明らかにすること
とした． 
 
２．研究の目的 
頭頸部腫瘍切除後の顎義歯装着患者を被
験者とし，インプラント応用した顎義歯装着
群とインプラントを用いない顎義歯装着群
を対象とし，咬合回復が身体機能や QOL に及
ぼす影響について検討し，インプラント応用
することの効果や危険性について明らかに
することを目的とした． 
 

３．研究の方法 
(1)下顎骨切除患者，舌切除患者を対象に，
35 品目食品アンケート，色変わりガム，口腔
関連 QOL アンケートを実施し，影響する因子
について検討を行った． 
 
(2)咬合支持のないインプラントを用いない
顎義歯装着患者を対象とし，上顎顎義歯装着
群，下顎顎義歯装着群の顎義歯装着時，顎運
動時の重心動揺を検討した． 
 
(3)上顎切除後で，鼻腔と交通した患者群と，
鼻腔との交通がない患者群を対象とし，色変
わりガムによる咀嚼混合能力値，口腔関連
QOL アンケートを実施し，影響する因子につ
いて検討を行った． 
 
(4)インプラント応用した顎義歯症例の咀嚼
機能，発話機能，経過について検討し，症例
報告として検討した． 
 
(5)色変わりガムを用いた咀嚼混合能力検査
において，これまでに a*を検査結果として用
いられてきたが，咀嚼によって変色した量
（ΔE）について報告されており，ΔEについ
て検討を行った． 
 
４．研究成果 
(1)インプラントを用いない下顎顎義歯装着
患者の咀嚼機能に影響する因子について検
討し，下顎骨区域切除や舌切除などが咀嚼混
合能力に影響されていることが示唆された． 
 
(2)咬合支持のないインプラントを用いない
顎義歯装着患者について重心動揺検査を実
施した結果，上顎骨切除した場合と下顎骨切
除した場合の重心動揺の傾向が違うことが
明らかになった． 
 
(3)上顎切除後の鼻腔との交通の有無は適切
な顎義歯が装着されていれば，咀嚼機能と健
康関連QOLアンケート結果に大きな違いは認
められなかった． 
 
(4)上顎両側性欠損症例に対し，再建された
腓骨にインプラントを埋入し，インプラント
を応用した顎義歯が装着されたことで，イン
プラント治療前と比較して咀嚼機能や発話
機能が向上した． 
上顎切除後に腹直筋皮弁にて再建された無
歯顎症例で残存骨にインプラントを埋入し
た症例では，咀嚼機能は改善したが，3 本埋
入したうち 1本が早期に脱落した．ただ咀嚼
機能は維持されていた． 
前腕皮弁にて再建された下顎骨辺縁切除症
例では，残存骨にインプラントを埋入し，オ
ーバーデンチャーを装着した．咀嚼機能は良
好にされ，インプラントも経過良好であった． 
 
(5)ΔEの計算方法には，CIELAB と CIEDE2000



との二種類の計算方法があり，近年後者の方
が，計算方法としてより精確であると報告さ
れており，食品アンケート結果との関連性に
ついて報告した． 
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